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令和２年度第５回小金井市環境審議会会議録 

 

１ 開催日 令和３年２月８日（月） 

２ 時 間 午後２時から午後４時２０分まで 

３ 場 所 小金井市役所第二庁舎８階８０１会議室 

４ 報告事項  

５ 議 題 (1) 前回審議会会議録について（資料１） 

(2) 第３次小金井市環境基本計画（案）に対する意見及び対応結果に

ついて（資料２、資料２別紙、資料３、資料３別紙） 

(3) 第３次小金井市環境基本計画（案）について（資料４、資料５） 

６ その他 

７ 次回審議会の日程について 

８ 出席者 (1) 審議会委員 

  会 長 池上 貴志 

  副会長 小柳 知代 

  委 員 高木  聡、羽田野 勉 

      石田  潤、中里 成子 

      長森  眞、木村 真弘 

(2) 事務局員 

  環境係長    山口 晋平 

  環境係専任主査 荻原  博 

  環境係主事   鳴海 春香 

  環境係     阪本 晴子 

  緑と公園係長  小林  勢 

９ その他発言者 （株）プレック研究所 

１０ 傍聴者 ４名 
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池上会長   定刻になりましたので、これより令和２年度第５回小金井市環境審

議会を開会いたします。本日はオンラインで参加される方もいらっし

ゃいますし、新型コロナウイルス感染症予防の観点からもできる限り

短時間での会議にしたいと考えています。ご協力よろしくお願いいた

します。 

それでは開会に先立ちまして、事務局から事務連絡と本日の配布資

料の確認をお願いします。 

山口係長   事務連絡２点と配布資料の確認をさせていただきます。 

１点目、会議の進行について、でございます。 

本日の会議は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のための緊急事

態宣言下での開催でございまして、密を避けるため、ＷＥＢによるオ

ンライン参加も可能としてございます。前面のスクリーンをご覧いた

だきますと、本日は４名の委員がオンラインで会議にご参加いただい

ています。よって、冒頭、会長からご発言のありましたように、本日

の会議の開催時間は概ね１時間半から２時間以内でお願いしたいと考

えておりますので、会議の円滑な進行にご協力よろしくお願い申し上

げます。 

会議の進行にあたっては、お互いのご発言内容が聞き取りづらい場

面も想定されます。その際は再度ご発言等をお願いする場合もござい

ます。つきましては、毎回のお願いとなり大変恐縮でございますが、

ご発言の際は、ご自身のお名前を先におっしゃった上で、可能な限り

はっきり、ゆっくりお話しいただきますよう、お願いいたします。円

滑な会議の進行及び会議録の作成にご協力よろしくお願いいたします。 

 ２点目、第３次小金井市環境基本計画（案）に対する諮問・答申に

ついて、でございます。本審議会は環境基本条例第２６条に規定され

ているように、市長の諮問に応じて環境基本計画に関することに対し、

調査・審議をいただく会議体でございます。 

本日はこれからパブリックコメントや庁内推進本部での検討結果を

踏まえた計画案についてご審議いただくわけでございますが、本日の
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審議会後に作成する計画案を最終案とし、その後改めて、市から本審

議会へその最終案が妥当かどうかの諮問を、市長から会長へさせてい

ただきます。その諮問に対する審議会の答申を次回の第６回審議会に

おいてしていただくという流れとなりますので、ご承知おきください

ますようお願いいたします。 

続きまして配布資料の確認です。次第の下段、＜配布資料＞をご覧

ください。資料１から資料５まで合計５点です。事前に皆様に郵送さ

せていただいたものと内容の変更はございません。 

参考資料としまして、２点ご用意いたしました。表紙と本編のデザ

インイメージでございます。議事でご協議いただくものではございま

せんが、のちほど参考までに率直な御意見等をいただければ幸いでご

ざいます。 

なお、後ほど報告させていただきますが、本基本計画と並行して、

他の会議体において「第２次小金井市地球温暖化対策地域推進計画」

を策定いたしましたので、モノクロ版ではございますが、本日ご用意

いたしました。オンラインでご参加の皆様には、予めＥメール等にて

資料を送信しておりますので、そちらをご確認ください。 

お手元の資料に不足がございましたら事務局までお申し付けくださ

い。 

最後に欠席のご案内でございます。高橋委員、鈴木委員につきまし

ては、急用のため、本日ご欠席のご連絡をいただいておりますので、

お知らせいたします。 

 また、大変申し訳ございませんが、環境部長及び環境政策課長は市

議会開催中のため、本日の会議は欠席させていただく予定でございま

す。 

 以上です。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

池上会長   はい、ありがとうございました。事務連絡と配布資料の確認が終わ

りました。今の点に関しまして、何かございますでしょうか。 

特になければ、次第の「２ 報告事項」に移ります。事務局から何

かあればよろしくお願いします。 

荻原専任主査 それでは、現在策定中の第２次小金井市地球温暖化対策地域推進計 

画の概要について説明させていただきます。 
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 本計画は、現行の小金井市地球温暖化対策地域推進計画が今年度、

２０２０年度に計画期間が終了することに伴い、昨年度、２０１９年

度より２年間かけて策定作業を進めて参りました。 

 ２０１９年度には、市民３，０００人、市内事業者３００人、市内 

の教育研究機関４団体にアンケート調査を実施し、検討課題等を抽出 

して計画骨子案を作成いたしました。 

２０２０年度には公募市民、市内事業者、エネルギー関連事業者、

学識経験者、関係行政機関からなる計画策定検討委員会を立ち上げ、

計画素案について審議をしていただきました。現在までに、５回の策

定検討委員会と昨年１２月４日から今年１月４日まで１か月間行いま

したパブリックコメントでのご意見を受けまして、本日、提出させて

いただいている資料となっております。先週、５回目の策定検討委員

会があったばかりで、そこで出たご意見がまだ反映できていないため、

この後、若干の修正が入りますが、完成したものは４月か５月開催の

審議会時にお配りできるかと思います。 

この計画は、市民・事業者・教育研究機関・市が一体となり市域の 

温室効果ガス排出量を削減していくための計画でありますが、今回の 

新しい計画の特徴といたしましては、温室効果ガスの排出を抑制する 

ための「緩和策」だけでなく、緩和を実施しても避けられない気候変 

動の影響に対処し被害を回避・軽減していくため、気候変動適応法に 

基づく「適応策」を内包しております。 

 以上です。 

池上会長   ありがとうございました。本件に関しまして、何かご質問はござい 

ますでしょうか。特に無いようですので、以上で、次第「２ 報告事 

項」を終了いたします。 

       続いて、本日の議題に入ります。 

       次第の「３ 議事（１）前回会議録について」を議題といたします。

事務局の方から説明をお願いします。 

山口係長   資料１「令和２年度第４回小金井市環境審議会会議録」をご用意い

ただきたいと思います。前回審議会におけるご発言については、本資

料を事前にお目通しいただき、ご確認いただけていることと思います。

訂正等がございます場合は、ページ番号と発言委員名および訂正内容



 

 － 4 － 

をお知らせください。本日、本審議会においてご承認いただけた後は、

市ホームページへの掲載を行う予定です。以上です。 

池上会長   はい、ありがとうございました。それでは、前回審議会における各

自のご発言について、訂正等がある場合は、挙手にてご発言をお願い

します。 

   皆さまのご賛同がいただけましたので、以上で、次第「３ 前回議

事録について」を終了いたします。 

次の議事に移ります。次第「３ 議事（２）第３次小金井市環境基

本計画（案）に対する意見及び対応結果について」を議題といたしま

す。 

また、計画案本編の協議についても、パブリックコメントの検討結

果と密接に関わっていますので、次第「３ 議事（３）第３次小金井

市環境基本計画（案）について」も合わせて議題としたいと思います。

始めに事務局から資料の説明をお願いしたいと思います。 

山口係長   少し説明が長くなりますことと、資料の文字が小さいので、聞こえ

づらかったり、読み取りづらい部分については、後ほどご指摘くださ

い。資料２をご覧ください。 

前回第４回審議会においてご協議いただきました基本計画案に対し、

小金井市市民参加条例第１５条に基づき、令和２年１２月４日から令

和３年１月４日の期間で市民提言制度（パブリックコメント）を実施

いたしました。資料１枚目がその概要、２枚目以降が別紙となり、お

寄せいただいた御意見に対する検討結果となっています。 

 資料２、１枚目をご覧ください。意見の提出方法は２⑵のとおりで、

提出状況は３のとおりとなってございます。提出人数は１１人、延べ

意見数は３８件でございます。 

 ２枚目以降について説明いたします。項目欄には、お寄せいただい

た御意見に対応する基本計画案の該当箇所を基本計画案の項目順に記

載してございます。続いて「お寄せいただいた御意見」「御意見に対す

る検討結果」としており、右端に基本計画案の該当ページを記載して

ございます。資料３の基本計画案における章別にお寄せいただいた御

意見の分類は、本日追加配布した資料２別紙のとおりでございます。

第１章が０件、第２章が４件、第３章が２９件、第４章が４件、その
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他、地下水及び湧水の保全・利用に係る計画について、が１件でござ

いまして、合計３８件となります。計画案の各章で特に御意見をいた

だいたものを掻い摘んでご案内いたしますと、第３章の２９件のうち、

１０件が計画推進の基盤づくりに対する御意見、１８件が各基本目標

に対するものでございました。件数の詳細につきましては、項目別に

まとめたものを本日追加でご用意いたしましたので、御確認いただけ

ればと存じます。 

 なお、計画案各章の項目に絡めて複数件御意見いただいたものとし

ては、生物多様性やみどりの保全、景観などの観点から、現在行われ

ている「玉川上水における桜整備事業」や「都市計画道路建設」に対

して御意見をいただいてございますが、項目は異なっていても意見の

内容が同様と思われるものの検討結果は同一の回答としてございます。 

 続きまして資料３についても合わせて説明いたします。資料３は計

画案の本編でございますが、大きく２点の要因で修正を行ってござい

ます。１点目はパブリックコメントによる御意見への対応、２点目が

庁内の環境基本計画推進本部による確認の２点において修正を行いま

した。修正箇所は赤字で記載してございます。 

 大変申し訳ございませんが、２点修正漏れがございます。本日追加

でＡ４の正誤表を配布させていただきました。資料２と合わせてご確

認いただければと思います。 

 一点目、７８ページ上段、＜取組指標＞の表中、目標欄の三列目、

「市民７５０件、事業者（検討中）」とございますが、こちらを「市民

（事業者を含む）７５０件」にご修正願います。 

 二点目、８２ページ上段、＜取組指標＞の表題、現状欄が「梶野公園

にミストを設置」となっている箇所を「３箇所（令和２年度）」に、目標

欄「（検討中）」となっている箇所を「現状の箇所数以上」にそれぞれご

修正をお願いいたします。誠に申し訳ございませんでした。 

 説明は以上です。 

池上会長  はい、ありがとうございました。内容がたくさんありますので、章ご

とに御意見を伺っていきたいと思います。 

   今回、計画案に対しまして、１１人の方から３８件の御意見をいた

だきました。本日、お配りいただいている意見数一覧を見ながら一章
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ずつ見ていきたいと思います。 

  それでは始めに、「第一章 小金井市環境計画とは」についてです。

パブリックコメントでの御意見は寄せられていないようですが、何か

御意見等ございますでしょうか。 

無いようであれば次の章に移りたいと思います。 

「第２章 計画の背景及び方針」ということに関しまして、パブリ

ックコメントが４件寄せられております。事務局から資料における該

当箇所の説明がございましたらお願いいたします。 

山口係長   資料２では項目Ｎｏ.１からＮｏ.４が該当します。資料３、計画案 

本編のページ番号は４ページから１９ページです。以上です。 

池上会長   それでは、御意見等がございましたらよろしくお願いいたします。  

小柳委員、お願いします。 

小柳副会長  意見に対する検討結果の資料に関してなんですけれども、１つ目の

意見に対する検討結果の説明の文章の冒頭の、同条件の自然環境にお

いて生態系を形成しておりますという部分が、ちょっと内容が伝わり

にくいなという印象を受けましたので、例えば小金井市に生息する生

き物は小金井市だけでなく、その周辺に成立する生態系も含めて利用

していると考えられますというような形で、意図がこの文章だと伝わ

りにくいんじゃないかなと思いました。 

 以上です。 

池上会長   はい、ありがとうございます。 

山口係長   御意見ありがとうございます。精査いたします。 

池上会長   ありがとうございます。ほかにございませんでしょうか。 

 石田委員、お願いします。 

石田委員   ちょっと教えていただきたいんですけども、９ページの一番下の、

第２次計画推進における主な課題というのが追加になったように思う

んですが、これは非常に重要なことを書いていただいているんですけ

れども、計画全体の中で漏れなくチェックされているかどうか、これ

が考えられているかどうかというようなことが、ちょっと見にくいか

なと。 

 直せということを言っているわけじゃなくて、ちょっと分かりにく

いかなという気はしました。重要なことを言っていると思います。 
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 見ていくと、ここに関わっているんだろうなということは分かるん

ですが、それはいいとして、５つの問題が計画の中で改善するような

点になっているかどうかというのはちょっと見えないかなと思ったん

ですけれども。非常に難しい要求かもしれません。 

 特にここを見直したほうがいいとかいうことではありませんけれど

も、ということです。 

山口係長   御意見ありがとうございました。 

 石田委員、具体的なというのは特にないということで、取りあえず

承っておいてよろしいでしょうか。全体的にも、また見直しをさせて

いただいて、おっしゃること、可能なことがあれば対応させていただ

ければと思いますので、よろしくお願いします。 

池上会長   ありがとうございます。 

 ほかにございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは、第２章は終わりにしまして、続いて第３章に移りたいと

思います。第３章、環境像とその実現に向けた取組という内容につい

てのところで、この章では非常に多くの２９件の御意見が寄せられて

おります。項目が多いですので、少し細かく見ていきたいと思います。 

 まず、第３章の１と２、１の将来の環境像、２番の計画の体系、こ

の２つに関してはパブリックコメント１件になりますけれども、資料

２番の項目、Ｎｏ.５のところになります。資料３の本編でいきますと

２０ページから２２ページのところになります。 

 この部分について、御意見ありましたらよろしくお願いいたします。 

 中里委員、お願いします。 

中里委員   意見ではないのですが、２２ページ、多分、校正ミスかと思うんで

すが、基本目標７.１、これは、低炭化じゃなく低炭素化ですよね、低

炭素化の推進。 

山口係長   御意見ありがとうございます。御指摘のとおりでございます。低炭

素化の推進に修正いたします。 

池上会長   ありがとうございます。今いただいたところは概要版にも同じとこ

ろがありますので、併せて修正をお願いします。 

 ほかにございませんでしょうか。よろしいですか。 

 では、次に参りたいと思います。続いて、第３章の３番、計画推進
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の基盤づくりというところについて、該当箇所ですが１０件のパブリ

ックコメントの意見をいただいておりまして、パブリックコメントの

横向きの資料、Ｎｏ.６からＮｏ.１５の１０件になっております。そ

れで、本文のほうの該当するページは２３ページから３０ページとな

っております。 

 この部分に関しまして御意見をいただけたらと思います。 

 長森委員、お願いします。 

長森委員   パブリックコメントの１６に関する質問。パブリックコメントに対

する検討結果ところで、緑の保全について、緑被率は減少傾向にある

けれども、できるだけ減少を抑えるための施策を推進していきますと

いう表現で書いてあります。ずっと一貫して心配なんですけれども、

できるだけ減少を抑えていくということであれば、これは前回のとき

に対する回答でもあったんですけれども、行政にはできることとでき

ないことがあるという回答をいただいたんですけれども、できるだけ

減少を抑える努力をする、しかし行政にできることとできないことが

あるということだったら、現状を維持すること、成り行き任せに近い

印象を受けます。 

 計画というものは、科学的に想定してみて、今の調子でいくと、こ

の計画使用時、緑被率はどのくらいまで減ってしまっているのかと。

そして小金井の環境はどんな姿になってしまっているのかということ

をある程度想定して、それを共有して、それをどう評価して、それに

対して何か対策を打つのか打たないのか検討する、そういうことをや

ること自体が基本計画をつくることの意味であり、使命であると思う

んですけれども、ちょっとこの辺りのこと、緑に関して言いますと、

先ほど言いましたように、できるだけ減少を抑える、行政にはできる

こととできないことがあるというふうなスタンスが非常に強いように

感じるんですけれども、いかがでしょうか。 

小林係長   今いただいた御意見につきましては、特にみどりの基本計画のほう

で詳しく記載させていただいておりまして、資料編のほうでまとめて

いるものなのですが、一定こちらのほうで何も取組を実施しない場合

についての推計値を出させていただいておりまして、今のままではこ

れまでの減少スピードと変わらない、数値で減っていくということと
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なります。今後取り組んでいく内容としましては、まずは都市公園の

創出、あとは、今、開発に伴って減少する緑というのが非常に多くご

ざいますので、開発の緑化の指導の対象になっていないような２００

平米以上の建築行為に対しても緑化の指導をしていく方向で考えてご

ざいます。あとは既存樹木につきましても、今も指定開発事業の際に

は、できるだけ残すように指導しておりますが、今後、おおむね３割

程度を残していくようにというような基準の見直しをさせていただく

ことで検討する予定です。このような取組を実施することで、できる

だけ減少を抑えるというような考え方でみどりの基本計画のほうでま

とめさせていただいております。 

 以上になります。 

池上会長   ありがとうございます。 

 緑被率に関しては以前から議論になっているところではございます

けれども、なかなか民有地といいますか、民間の住宅の建て替え等で

庭がなくなってしまって、新築の住宅になるとなくなると、そういっ

たところはなかなか市としては防ぎようがないというところは、市の

手が出せないところの一つかと思いますけれども、あとは、公園を新

しくというところも、できることとできないことがあるというのは確

かにそのとおりかなと思いますし、ここに都市計画道路の話が書かれ

ておりますけれども、環境基本計画の中で、道路に関して、ほかのと

ころでもパブリックコメントが何件か同じようなものがありましたけ

れども、環境審議会、環境基本計画の中でこういったところに言及す

るのは非常に難しいかなというふうに感じております。 

 市民の生活において環境が全てではないというところが一番重要か

なというふうに思っておりますけれども、そういう意味では都市計画

道路であったり、先ほどの桜の話もそうですけれども、必ずしも環境

だけが目的ではなくて、環境を破壊しようと思って道路をつくってい

るわけでもなければ、桜を植えているわけでもないというところが、

なかなか市民に伝わりにくいのかなというところはありますけれども、

緑被率は、そういう意味ではなかなか増やしていくことが難しいのか

もしれないですし、緑の基本計画のほうで専門家が集まって議論して

いただいているというところを環境審議会としては反映するというこ
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とでいいかなと思っております。 

 道路に関するところも即刻中止を記載すべきとかいうところもあり

ましたけれども、なかなかそういうところは、ここで踏み込むのはい

かがなものかなというふうに感じております。 

 この点も含めて、皆様、いかがでしょうか。 

 事務局からお願いします。 

山口係長   先ほど小林が説明した緑被率の数値の件でございます。本日配付し

てございます資料４、資料編になりますが、資料４の資料編の下部に

記載してございます、資－１７、１７ページでございます。基本目標

１、みどりを守り、つくり、育てる、こちらの緑被率の目標設定の考

え方というものを記載してございます。先ほど小林が説明させていた

だいたものと同じ内容となってございますので、御確認をお願いした

いと思います。 

 以上です。 

池上会長   ありがとうございます。 

 皆様から、いかがでしょうか。 

 もう一点、今の１６番に関してですけれども、ほかのところにも御

意見をいただいていますけれども、昨年１０月に菅総理がカーボンニ

ュートラルの宣言をして、それに対して、もう少し高い目標を持つべ

きじゃないか、そういった意見も出ておりますけれども、ここの回答

のところにもありますけれども、１０月に発表されて具体的な取組の

ところまでまだ落ちてきていない状況を考えますと、現段階の環境基

本計画においてはこのままの状況で、その後、より状況が詳しく出て

きてから、また改定を検討すると。小金井市からの回答では、新たな

宣言を行う必要性を検討していきますというところにもありますけれ

ども、今後また状況が変わり次第検討するということで、現段階では

菅総理の状況はなかなか反映できていないという状況ですけれども、

このままかなというふうに考えておりますが、いかがでしょうか。よ

ろしいですか。 

 続いて、第３章の４番、基本目標ごとの施策及び取組に関して１８

件御意見をいただいております。たくさんありますので順番に行きま

しょうか。 
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 まず、基本目標１の、みどりを守り、つくり、育てるというところ

に関して５件御意見をいただいております。先ほどの１６番はここに

なりますね。基本目標１の１６番から２０番。本編の資料３でいきま

すと、３１ページから３９ページまで。 

 パブリックコメント１６番から２０番に関して、御意見がございま

したらよろしくお願いいたします。 

  小柳委員、お願いします。 

小柳副会長  最初の３１ページについてなんですけれども、中身の見方が具体的

に説明されて、すごく分かりやすくなったと思ったんですが、１点だ

け、パブリックコメントに関連することではないんですけれども、本

体のほうの３１ページについてなんですが、②から青い矢印が下に向

かって引いてあると思いますが、青い矢印が、市が進める施策の内容

のところまであえて下ろしてあるのがなぜかなと思いました。 

④の施策の内容と各主体の取組、全体に関わってくる部分になってく

ると思うので、もう少し下向きの矢印を短くして、全体に関わる、取

組指標にも関わってくると思いますので、短めにしておいたほうが分

かりやすいんじゃないかなと思いました。 

 以上です。 

池上会長   ありがとうございます。事務局からお願いします。 

山口係長   申し訳ございません。長く伸ばし過ぎてしまいまして、御指摘のと

おりでございます。短く④にかかるような形の矢印に縮めて修正いた

します。 

 ありがとうございました。 

池上会長   ありがとうございます。ほかにございませんでしょうか。 

 本文中は特に赤字がありませんので修正箇所はないと思いますけれ

ども、パブリックコメントの意見に対する検討結果等についても何か

ございましたらよろしくお願いします。 

   何かございますでしょうか。 

長森委員   範囲はどこまででしたか。 

池上会長   基本目標１の３１から３９ページ。パブリックコメントですと１６

番から２０番。よろしいですか。長森委員、お願いします。 

長森委員   資料３の２７ページにかかることなんですけども、環境市民会議へ
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の支援とか、市民会議の協働ということがここに書いてあるんですけ

れども、前回もちょっと出ていたんですけれども、私自体は、環境市

民会議、立ち上がりのときからずっと関与しているんですけれども、

その印象からいきますと、実感として市の介入というのは極度に減っ

てきているという感じを受けております。立ち上がりの頃は不安もあ

りましたけれども、市のほうが沢山ノウハウを持っておられたり、そ

れまでずっと同意があったんだと思うんですけれども、計画段階から

いろんな注文が入るし、そして意見とかアドバイスに対して本当に協

働しているという実感があったんですけれども、この件に関して、比

較的最近は、あれは市民の活動だから市は介入しないよというふうな

突き放した姿勢が、特に環境市民会議は３事業を市に返還して、環境

ネットワーク、ＮＰＯがやるようになってからその感じが強い。市と

一緒に仕事をしているという感じが非常に少なくなってきた、一緒に

していないという感じがあります。 

 そういう意味で、環境市民会議のほうも全体のパワーが減ってきて、

動きが悪くなるというのもあるんですけれども、これについてはもう

少し具体的にというんですか、協働の在り方について研究していく必

要があるんじゃないだろうかと。前に進むための効果的なことを考え

ていく必要があるんじゃないかと思うんです。 

 そういう意味では、２７ページについては、確かに協働の体制強化

へつなげますという言葉を書いておられて、それを意識しておられる

のかなと思うんですけれども、協働ということになると、非常に具体

的で実効性のあることを考えていく必要があるんじゃないかと思いま

す。 

 この文言について、もう少し踏み込んでいくべきじゃないかと思う

んですけれども、いかがでしょうか。 

池上会長   事務局からお願いします。 

山口係長   御意見ありがとうございました。 

 ２７ページの真ん中辺り、市民協働について、枠で囲われた部分な

どについて御意見をいただいたんだと思います。 

 第２次環境基本計画、今年の３月で終了いたしますけれども、こち

らの推進主体ということで市民会議さんには多大な御苦労をおかけし
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ていたところでございます。 

 第２次基本計画の総括といいますか、先ほど石田委員からも御指摘

があったんですが、９ページの一番下に第２次計画推進における主な

課題というようなことが残っております。 

 基本計画を推進するに当たっては、我々も第３次基本計画を策定し

ていく段階で、当然、第２次基本計画の推進主体をしていただいた環

境市民会議さんとは調整、協議をさせていただいてございます。第２

次のような主体となり得るかどうかということも主眼としてお話をさ

せていただいたところではございます。 

 それで、我々、存じているところでは、今、環境市民会議は、いろ

いろな場で内部の役員決めだとか、そういったことの新生環境市民会

議のミーティングということで、今後どういうふうなやり方、在り方

をしていくのかというふうな御検討をされている最中と伺ってござい

ます。 

 我々事務局としてもそのような状況は以前から聞いてございます。

ただ、環境市民会議は条例第２７条に定められた市民団体でございま

す。かないますれば、市民の環境を総括する団体として推進の主体と

してまたやっていただきたいという思いもございますけれども、今回、

どういった協働が具体的にできていくかというのは、まずこの程度の

記載にとどめさせていただきまして、その後計画を推進していく段階

で、また新たな協働の体制を進めていければという思いもございます

ので、このような記載にとどめているところでございます。 

 以上です。 

池上会長   ありがとうございます。 

 協働に向けて体制が、今後の在り方はそれぞれ協議の場を持つとい

いますか、ということはするけれども、なかなかここに具体的なこと

は記載が難しいということかなというふうに思っております。 

 そういうことも含めて、意見交換の場というのが定期的にあるのが

望ましいかなとは思いますので、その辺はぜひ検討いただけたらと思

います。 

 ありがとうございます。ほかにございませんでしょうか。よろしい

でしょうか。 
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 今の部分は少し戻ったところになっておりましたけれども、今、基

本目標１のところに関しまして特にないようでしたら、次に移りたい

と思います。 

 続いて、基本目標の２番の、地下水・湧水・河川の水循環を回復す

るというところに関して、２１番から２３番まで、３件御意見をいた

だいております。資料３の本編ですと４０ページから４７ページが該

当するところになります。水色がついているところです。 

 何か御意見ございましたら、よろしくお願いいたします。 

 石田委員、お願いします。 

石田委員   これ、前に質問したかもしれないんですけれども、４７ページの震

災対策用井戸の数というところで３８か所とあるんですけれども、こ

れは電動式なのか手動ができるのかということをちょっと聞いてみよ

うかなと思ったんです。 

 というのは、震災時ですので、電源が止まるというようなこともあ

る可能性は非常に高いかなと思うんですね。そうすると、せっかくあ

っても電動だけだと使えないと。電動と手動が両方使えるような井戸

であれば使えると思うんですけど、この辺の数というのは把握されて

おられるんでしょうか。 

池上会長   ありがとうございます。事務局からお願いいたします。 

山口係長   以前御質問をいただいたかどうかは定かでございませんが、震災対

策用井戸の所管課は地域安全課というところでございまして、我々の

ほうでそれが手動なのか電動なのかというのは、申し訳ございません

が把握はしてございませんけれども、御意見いただいてございますの

で、こちらで確認をして、後日また御回答させていただきたいと思い

ますが、いかがでしょうか。 

石田委員   分かりました。 

 震災のときに結局使えなかったというのがないような支援の仕方を

してあげると、とてもうれしいなと思います。 

 以上です。ありがとうございました。 

池上会長   ありがとうございます。ほかにございませんでしょうか。よろしい

ですか。 

 羽田野委員、お願いします。 
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羽田野委員  ちょっと細かいことでなんですが、４７ページの市民の取組のとこ

ろの２つ目の項目の、井戸をもつ家庭では、最後のところ、非常時の

飲用等にも使えるよう、近所への日ごろのからの周知なども行います

とあるんですけれども、これはどのような周知をされているのかとい

うのが分かれば。今日でなくてもいいです。 

山口係長   ここが震災対策用井戸ですというような看板が設置されているとい

う程度しか、我々把握はしてございませんけれども、先ほどの御質問

と同じく調査をさせていただいて、後日回答させていただければと思

います。 

羽田野委員  お願いします。市報とかを見ていたりしても、あまりそういうのを

気にしたことがなかった、目についたことがなかったので、お願いし

ます。 

池上会長   ありがとうございます。 

 ほかにございませんでしょうか。ありがとうございます。 

 それでは、続いて、基本目標３に移りたいと思います。都市の生物

多様性を守り親しむというところで、パブリックコメント２件、２４

番と２５番の意見をいただいております。 

 資料３のほうですと４８から５３ページ、緑色のページの部分にな

ります。 

 御意見等、よろしくお願いいたします。 

  小柳委員、お願いします。 

小柳副会長  ２つのパブリックコメントの回答に関連してなんですが、検討結果

のほうで、玉川上水・小金井桜整備活用計画という市の計画に基づい

ているということを結果として回答されているんですけれども、これ

を踏まえて、基本目標の最初に市の関連する計画を、基本目標１も２

も書かれていたと思うんですけれども、この基本目標３に関しては、

その計画を関連するものとしてここに追記してはどうかなと思いまし

た。 

 追加で、以前もお伝えしたかもしれないんですが、緑の基本計画に

ついても結構関連するものだと思いますので、併せてそれも関連する

計画として併記してはどうかなと思いました。 

 あと、もう１点なんですが、５３ページの、生態系サービス（４５
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ページ参照）になっているんですけれども、これは４９ページの間違

いかなと思います。 

 よろしくお願いします。 

池上会長   ありがとうございます。 

 Ｐ４５を４９にするのは修正していただくとして、関連する計画を

加える点はいかがでしょうか。 

山口係長   御意見ありがとうございます。 

 関連する計画、矢印、何々計画ということを追記してはどうかとい

う御意見であったかと思います。 

 玉川上水の桜の整備基本計画は、まず、東京都水道局が玉川上水を

管理してございます。そちらの計画を踏まえた上で、市が名勝小金井

（サクラ）というものをどうしていきたいかというふうに、委員会と

して定められた計画となってございます。多種多様な木々が茂ってい

たわけでございますけれども、その計画によりますと、今は桜を中心

として並木を再生させようという計画だと思います。それを、例えば

生物多様性ということと絡めながら、ここに載せることが、もともと

の計画の目的かどうかというのは、ちょっと我々も悩ましいところで

はございます。 

 御意見をいただきましたので、最終案とするに当たりましては、検

討はさせていただきたいとは思いますけれども、我々の考えとしては、

今、なかなか絡めていくのはどうなのかなというふうには考えている

ところでございます。 

 同じく緑の基本計画のほうも、ここで記載できるかどうかも、最終

案に向けての検討材料とさせていただきたいと思います。 

 以上です。 

池上会長   ありがとうございます。 

 池上ですけれども、２５番の今言っていただいている小金井市桜整

備活用計画、こういったところは、今回の環境基本計画で言うと、景

観のところのほうがより近いかなとも感じますけれども、飛んで申し

訳ないですけれども、例えば基本目標５のところでは、小金井市都市

計画マスタープラン、６０ページの関連する計画のところに小金井市

都市計画マスタープランというのが書かれておりますが、これはこう



 

 － 17 － 

いう細かな桜整備活用計画等よりも、マスタープランというのは上位

の計画に位置づけられていると考えてよろしいですか。 

 そうしますと、こういった細かな計画も、都市計画マスタープラン、

景観のところに入っているというところですか。 

山口係長   関連があれば入っていると思いますけれども、全てを確認している

わけではございません。 

池上会長   今、基本目標３のところの議論で申し訳ないですけれども、そうす

ると、小金井市の名勝小金井（サクラ）のところに関しての、玉川上

水・小金井桜整備活用計画、こういったところの景観が目的に入って

いるようであれば、基本目標５のところに関連する計画として入れて

もいいかなというふうに少し感じましたので、そこも併せて御検討い

ただけたらと思います。 

山口係長   玉川上水・小金井桜整備活用計画に関しまして、御意見いただいた

ような観点から、基本目標５と絡めて関連する計画とすることができ

るようであれば、こちらに記載するということも、最終案に向けての

検討材料とさせていただきます。ありがとうございました。 

池上会長   すみません。また、基本目標３に戻りますけれども、何かございま

すでしょうか。 

 中里委員、お願いします。 

中里委員   パブリックコメントに直接関係ないんですけれども、５０ページの

下の写真３－１６、囲みの中の左側にスジエビとミナミメダカ、絶滅

危惧種的なものが２点と、右側に特定外来生物で、在来種の生態系に

害を及ぼすものが２つ組み合わされていますけれども、同じ表の中に

というのは、分かる人は分かるんですけれども、分かりづらいという

のが一般的かと思うんです。線を１本引くだけでここは区別できると

思いますので、そうしていただければと思います。 

 ちなみに、前回私が提案したタンスイベニマダラの写真は載せてい

ただいていないんですけれども、これはやはりちょっと残念に思いま

した。 

 以上です。 

池上会長   ありがとうございます。 

山口係長   まず、タンスイベニマダラの件でございます。御意見いただいたの
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で、我々も分かりやすい写真を探したんですが、実はなかなか見つか

らず。ただ、せっかく御意見をいただきましたので、調べたんですけ

れども、なかなかネット等にも落ちていなくて、申し訳ございません

でした。 

中里委員   すみません。ありがとうございます。了解です。 

山口係長   表の修正のほうですが、おっしゃるように、ウシガエルが例えば特

定外来生物だと分かる方、アレチウリが特定外来生物だと分かる方、

ぱっと見、何もなければ全て固有種のような感じもいたします。です

ので、表を分ける、もしくは色を分ける、その辺の工夫をしてみたい

と思います。 

 ありがとうございました。 

池上会長   ありがとうございます。 

 ほかにございませんでしょうか。 

 石田委員、お願いします。 

石田委員   ちょっと確認なんですが、５３ページの市の施策の中の３.２.１の

中で、最後の行で、また、公園、公共緑地等においてとなっていて、

１つ前のバージョンでは遊歩道とかも入っていたんですけれども、削

ったのは何か意図があったんですかね。狭い場所ではあると思うんで

すけれども、せっかくこういう場所も緑化も含めて緑の創出も含めて、

いろんな生き物に、生きていける場所を提供するという意味では、遊

歩道とかも含めて残しておいたほうがいいように思ったんですが、い

かがですか。 

池上会長   事務局からお願いします。 

山口係長   おっしゃるとおり、遊歩道の件については、以前記載させていただ

いたものを、今回は削除しているということでございます。このパブ

リックコメント及び最終案に向けて資料を作成していくに当たりまし

て、庁内各課に一度調査をかけ、中身が適当か、記載することが適当

かというようなプロセスを取らせていただいております。その中で、

遊歩道というのは市道に該当するものもございまして、道路管理課と

いう部署が、看板を設置するか、もしくはできるかということに関し

ては、なかなかここに載せるのは難しいのではないかという話はござ

いましたので、今回の計画からは文言を削除という形を取らせていた
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だいております。 

 以上です。 

石田委員   分かりました。どうもありがとうございました。 

池上会長   ほかにございませんでしょうか。 

 それでは、次に移りたいと思います。 

 続いて、基本目標４番、安全・安心で健康に暮らせる生活環境を守

るというところに関して、１件、パブリックコメントをいただいてお

ります。関連するところは、１つ順番が前後します。パブリックコメ

ント２７番に関して、該当するページはオレンジ色のところです。５

４ページから５９ページになります。 

 御意見いただけたらと思います。 

 事務局からお願いします。 

山口係長   ２７番の御意見でございますけれども、文言が適正かどうかという

ような御意見がございました。検討結果は改めた検討結果として資料

を修正してございますので、この表現が適切かどうかということにつ

いて御意見いただければと思います。 

 以上です。 

池上会長   今のところは５９ページの②の市民の取組のところですね。この赤

色の修正箇所です。 

 池上から、中身に関してではないんですけれども、５８ページの、

今回、取組指標のところが赤字になって、ここは新たに記載されたと

いうことになりますか。 

山口係長   そうでございます。一般財団法人自動車検査登録情報協会というと

ころから、データの取得ができそうな状況になりましたので、今回、

指標と現状を追記させていただいてございます。 

池上会長   ありがとうございます。 

 ほかのところの取組指標の書き方と比べると、見やすさの問題です

かね。行が詰まっているような感じなので、少しゆったり書いていた

だけたらと思います。 

山口係長   ５８ページの下の部分にちょっと空欄がございますので、体裁等も

整えつつ、御意見に添えるように検討してまいります。 

 以上です。 
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池上会長   ほかにございませんでしょうか。ありがとうございます。 

 それでは、続いて、基本目標５番、美しく住み心地のよいまちを守

るというところに関して、パブリックコメント１件、Ｎｏ.２６の御意

見をいただいております。資料３の計画本文のほうでいきますと６０

ページから６５ページの紫色の部分になります。 

 御意見ありましたら、よろしくお願いいたします。 

   小柳委員、お願いします。 

小柳副会長  コメントの２６番にも関連する部分ではあるんですが、６４ページ

の５.１の取組指標に関して質問です。ほかの個別の取組指標に関して

は、基本的に数値である程度評価できるものが目標として掲げられて

いるんですけれども、ここだけちょっと、多様な植物が生育している

こととか、補植を実施していることという、ちょっと評価が難しい書

きぶりになっているんですが、ここも、例えば具体的な整備に絡めた

具体的な目標として提示できないかなというところが気になりました。 

 以上です。 

池上会長   ありがとうございます。 

山口係長   指標が、玉川上水・小金井桜の整備状況で、どのような計画が立て

られているかというのが現状ということでございます。その現状の計

画が、玉川上水・小金井桜整備活用計画というものでございますけれ

ども、その計画内容でございますけれども、例えば数値化できる何か

がそこには記載をされている、もしくはそこを目指してこういったこ

とをやっていきますというような計画の内容ではございませんので、

具体的な数値等々で、それが達成できたかできないかということで評

価をするということが、小柳委員がおっしゃっているように多分難し

い部分がございますので、またこの計画を詳細に確認させていだたき

たいと思いますけれども、現状、目標としてふわっとした感じにはな

ってしまいますけれども、こういった記載の仕方というのがベストと

言わずともベターなのではないかなというようには考えてございます

が、御意見をいただきましたので、確認はさせていただきたいと思い

ます。よろしくお願いします。 

池上会長   ありがとうございます。 

 ほかにございませんでしょうか。 
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 長森委員、お願いします。 

長森委員   同じ６４ページ、２６番のことなんですけれども、この件につきま

しては、玉川上水の桜ですね。コメントの２とか３辺り、初めのほう

の部分ですけれども、玉川上水の例のケヤキの伐採というのは非常に

衝撃的であったというふうな印象を受けている方はまだ非常に多いと

思います。ここで確かに桜を中心として生物多様性に配慮した植生と

いうのが少し不可思議だということが書いてあるんですけれども、そ

れが出来上がった後のイメージというのを、もう少し強く、切る段階

で皆さんの頭の中にイメージしていないと、伐採の後、伐採で何もな

くなっちゃったというふうなイメージのほうが、今のところ先行して

いるのが、このコメントの最初の２とか３辺り。見ていてもそういう

部分があります。 

 したがって、もう少しポジティブな、目標のところ、表現があった

ほうがいいのかなと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

山口係長   御意見ありがとうございました。 

 先ほどからお知らせしてございますように、こちらは、つい最近、

また整備事業があったように聞いておりますけれども、東京都が策定

してございます史跡玉川上水整備活用計画というのがございます。そ

れを受けて名勝小金井（サクラ）の所管である生涯学習課におきまし

て、玉川上水・小金井桜整備活用計画というのが定められている部分

でございます。 

 御意見いただいたのは、恐らくどういった計画で、計画がなった暁

にはどのような経過になるのかというのを御存じじゃなかった方、も

しかして伐採の様子、そういったものについては恐らく驚かれる方も

いらっしゃる、そのようには思います。 

 ただ、今回の取組指標は、こういった言い方が適切かどうかはちょ

っと置いておきまして、ほかの部署の玉川上水・小金井桜整備活用計

画、さらに言ってしまえば、東京都の史跡玉川上水整備活用計画をこ

の基本計画に落とし込む上で活用して、我々として取組指標としてい

る部分がございます。 

 ポジティブな表現、ポジティブな画像、そういったものがあればま

た分かりやすいかもしれませんけれども、御意見いただきましたので、
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検討させていただきたいと思いますけれども、今、我々として記載で

きる部分については、この程度が適切かなと現段階では考えていると

ころでございます。 

 以上です。 

池上会長   ありがとうございます。 

 関連して、池上ですけれども、６４ページの目標のところに書かれ

ているような補植を実施していること、ここに関しては、この計画の

中に入っているということですか。現状のところに書かれている計画

の中には、サクラ並木再生に要する適切な補植を実施していることと

いう目標の、補植をするということ自体は、この現状の計画の中には

入っている。 

プレック研究所 入っています。 

池上会長   その計画に従って、今後もそれを進めていくと。 

プレック研究所 委員会の中で視察を行っており、視察のポイントはこの２点にな

ります。 

池上会長   現状の小金井桜整備活用計画に従っていけば、この補植も進んでい

くと。分かりました。 

 ほかにございませんでしょうか。 

 １点だけ、すみません。今さらの確認で申し訳ないですけれども、

目標のところに書かれている数字で、特に指定がないものは１０年後

の目標値と考えてよろしいですか。 

プレック研究所 はい。 

池上会長   ほかにございませんでしょうか。 

 羽田野委員、お願いします。 

羽田野委員  前はあったかもしれないですけれども、６４ページの写真３－２２

というのがあるんですけれども、これは文章とどこのつながりがある

のかなと思いまして、左側の５.１.１の説明には全然関係ないような

感じもするので、場合によっては写真は必要ないんじゃないかなとい

う気もしないではないので、ちょっと検討をお願いしたいなと。 

山口係長   写真がちょっと分かりづらいかもしれませんけど、これは小金井橋

周辺の、ほぼ同じ地点をそれぞれ映し出してございます。 

 左側が、ケヤキとか多種多様な木が生い茂っておりますけれども、
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整備前、右側が整備を行った後という意味合いの写真をこのように掲

載をさせているところでございますが、いかがでしょうか。 

羽田野委員  左の文章と関係はしているんですかという。 

 それと併せてなんですけれども、全体のことでちょっと申し訳ない

ですけど、全体のことでいきますと、入っている図とか表が文章の中

で括弧として説明されているところと説明されていないところがある

んです。例えば今のそれもそうなんですけれども、必要な図に対して

括弧何番という形で示してある箇所もあれば、中を読めば大体分かる

んですけれども、どれに該当するのかなというのもちょっとあるので、

できるだけ本文の文章の中の何かを括弧して表幾つに当たるとか、図

幾つに当たるとか入れていただいたほうが分かりやすいんではないか

なと思いました。 

山口係長   ありがとうございました。表と本文の関連のしづらさという面での

御指摘をいただいたかと思います。全体的なお話しでしたので、最終

案に向けてのチェックをしていく段階で、またできることがあればや

っていきたいと思います。 

 以上です。 

羽田野委員  お願いします。 

池上会長   ありがとうございます。なかなか全てを関連づけるのは難しいのか

なという感じはしますけれども、関連づけられるところは、ぜひ、例

えば６４ページも、３－１６、まち歩きマップというのは本文中にも

出てきていますし、そういう意味では関連づけられるところはまだま

だあるのかなというふうに思いますけれども、イメージ図だとなかな

か難しいところもあるのかなというふうに思います。 

 長森委員、お願いします。 

長森委員   揚げ足を取るみたいで申し訳ないですけれども、図の番号を、３－

２２とか、３－１６とか、３－１７とありますけれども、３－１６と

１７がどうしてここに入ってきているのか、番号ね。ほかのところは

大体連続しているように見えたんですけれども、この１６と１７だけ、

ここにぽんと入ってきているように見えるので、ちょっと不自然な感

じがするし、番号だけだったら通常どおり普通に通しでつけ直しても

いいのではないかと思うんですけれども、いかがでしょうか。 
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池上会長   一応、図の番号では通し番号になっていて、図と写真の番号の通し

が違うところが分かりにくいところかなとは思うんですけれども、一

応、今の図の１６、１７は、その前に出てきている図が３－１５だか

らということになるかなと思います。大分遡るんですけれども。５７

ページの下に図３－１５がありまして、図と写真を……。 

長森委員   勘違いしました。失礼しました。撤回します。 

池上会長   図と写真で番号の通しがまた違うので、２２が来て、１６が来てと

いうふうに見えるところは確かにあるかと思います。 

長森委員   了解です。 

池上会長   特にこだわりがなければ、写真を含めて全部図でもいいような気は

しますが、中には一つのエリアに図と写真が両方あるものもあって、

それはどっちにしているのかなとさっき気になって見たんですけれど

も。通しで、図と表で。大変ですか。 

山口係長   確かにぱっと見、数字が行ったり来たりしておりますので、見づら

いかなとは思うんですが、写真は写真、図は図ということで、我々と

しても整理をさせていただいた経過等もございますので、どれが写真

でどれが図なのかというのを、ちょっと色でも何でも分かりやすくで

きればなというふうなことで、考慮したいと思います。 

池上会長   例えば５０ページの生物の図ですけれども、写真と図の切り分けが、

４４ページだと左側が図で右側が写真で、図になっています。 

山口係長   事務局、山口です。もう一回、全体を見つつ検討させてください。

図とさせていただく可能性もございますし、検討させていく気持ちも

ございますので、よろしくお願いします。 

池上会長   併せてですけれども、時々、表っぽいものがあっても、必ずしも表

のキャプションがついていない、例えば５３ページの真ん中のものと

か、こういったものがいろいろほかにもあると思うんですけれども、

表というのはあまりないんですか。 

  でも、６１ページ真ん中にあるものは表なんですね。統一していれ

ばいいかなと思いますけれども、例えば５５番の中のグレーの点線の

中のものは表番号とか図番号の対象外なんですかね。ただ、５１ペー

ジは図というのがありますけれども、ここは図としか書いていない。 

 体裁の問題ですので、最後に少し確認していただければ。 
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 ありがとうございます。ほかにございませんでしょうか。よろしい

ですか。 

 それでは、基本目標５番が終わりまして、続いて６番、３Ｒ推進で

循環型のまちをつくるというところに関してですが、パブリックコメ

ント２８番の１件をいただいておりまして、該当部分は６６から７３

ページの、黄色といいますか、黄土色の部分になります。 

 御意見いただけたらと思います。 

山口係長   こちらも先ほどのとおり、文言、表現の仕方が、これではどうかと

いう御意見に対しまして修正を加えているものでございます。修正を

加えることが適切かどうか、加えた後の表現も適切かどうかというこ

とを主眼置いて御意見等をいただける場合はいただきたいと思います。 

 以上です。 

池上会長   ７３ページの修正に関しては、これは市の職員の話だと思いますの

で、市のほうで、進めていますとするということでしたら問題ないか

と思います。 

山口係長   おっしゃるとおりでございます。取組は進めています。ですので、

この表記とさせていただいているので、こちらでお願いしたいと思い

ます。 

池上会長   ほかにございませんでしょうか。 

 石田委員、お願いします。 

石田委員   ２件あるんですけれども、１件はとても単純なので、まずそっちか

らいきます。６８ページ、下のほうで、市民１人１日あたりのごみの

排出量というのがありまして、右上のところで、６０９ｇ／（人・日）

になって、これで正しいと思うんですが、表は正しいんですが、下の

ほうに行くと、１日あたり家庭ごみ排出量が３５５ｇ、その次、括弧

が抜けているんですね。括弧を統一して両方ともつけておいたほうが

いいと思います。実際には分かるんですけれども、括弧になっている

ことは。せっかく２か所は括弧をつけているので、これは統一したほ

うがいいと思います。それが１点です。それは単純な問題です。 

 もう一つは、理由を説明していただきたかったのが７２ページ。７

２ページは、前のバージョンのときは基準値があったんですね。管理

しているのは確かに浅川清流さんのほうなので、この数は管理してい
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ないよということで削ったのかなという気もしたんですけれども、例

えばごみの中に水銀は入れちゃいけない、それから、ほかにも入れち

ゃいけないものも幾つかあるから、基準としてはやっぱり残しておい

たほうが、注意喚起という意味ではいいのではないかという具合に思

いました。 

 後ろのほうのページの目標のところに書くかどうかは、７２ページ

に書くと９０ページのところにも書かなきゃいけないかなという、逆

に言うと、こっちに書くほうが不自然な気も多少するんですけれども、

ここを削られた理由というのはどういうことかを教えていただければ

いいですけれども、個人的には、やっぱり市民としては基準を知って

いたほうがいいと思うんですけれども、いかがですか。 

山口係長   ちょっと聞き漏れがあるかもしれませんので、お答えが至らなけれ

ば御指摘ください。 

 まず、例えば６８ページで言うところの、６０９グラム／（人・日）

の、括弧が抜けているので、括弧をつけるなりという統一をされたら

どうかというような御意見でございましたけれども、括弧を入れてい

ない記載につきましては、例えば６８ページで言いますと、小金井市

一般廃棄物処理基本計画というものからの引用文に関しては括弧を入

れてございません。こちらのほうで表から抜き出しているもの、例え

ば１日当たりのごみ排出量ですとか、６０９グラム／人・日という感

じで、我々のほうではそのような整理をさせていただいている表記で

ございます。 

 続きまして、パブリックコメントの前の案でございます。恐らく１

１月１１日の第４回、基本計画（案）の素案としてお出ししたものの

取組指標の中で、可燃ごみ処理施設の排出ガス濃度、こういったもの

を記載してございましたけれども、パブリックコメントに出す前の段

階で、こちら取組指標は落とさせていただきました。理由は、石田委

員がおっしゃるように、これは浅川清流組合がやっていることではな

いと。かつ取組指標としてはなかなか難しいということを庁内所管課

の意見を反映した結果、取組指標から削除とさせていただいたもので

ございます。ですので、そのように御理解をいただきたいと思います。 

 以上です。 
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池上会長   石田委員、お願いします。 

石田委員   理由が分かりました。ただ、水銀に関してはごみに入れないような

ことをちゃんとしっかりと言っているわけで、どこかにそういう、水

銀だけじゃないですけれども、こういうものは禁止ですということは

書いておいたほうがいいかなという気はしたんですけれども、それは

いかがですか。あえて必要はないですか。市民が出すごみの中にそう

いうものを入れちゃいけないよということは必要かなと思ったんです

けれども。 

山口係長   基本目標６に関して、でございますけども、こちらはごみ処理に関

することと非常に密接というか、そのものといいますか、そういった

基本目標でございます。こちらを環境基本計画の目標として記載して

いくに当たり、所管課がどのようなことをやっていて、どのように考

えているのか、実際、ここに載せてしまうことによってどうなるのか

ということを、所管課でも、ごみ対策課になるんですけれども、考え

ながら精査をしているところでございます。 

 水銀に関しては、御意見があったということは伝えさせていただき

まして、どのような形になるか、ここではちょっとまだ申し上げられ

ませんけれども、一旦の検討とさせていただきたいと思います。 

 以上です。 

池上会長   ありがとうございます。池上ですけれども、６８ページの、先ほど

の括弧をつけるかつけないかというところで、引用なので、引用を正

確にという点で括弧をしないということなのかと聞こえたんですが、

括弧をつけないと意味が変わってしまうんですよね。そういう意味で

は、引用元が間違っているということだと思うんですが、そういう意

味でも括弧はつけたほうがいいかなと思いましたけれども、いかがで

すかね。 

山口係長   一般廃棄物処理基本計画、再度見直しまして、おっしゃるとおり、

括弧をつけることの表記が適切であれば、そのようにさせていただき

たいと思います。確認を一旦させていただきたいと思います。 

 以上です。 

池上会長   これ、括弧をつけないと、日にちが割り算じゃなくて掛け算側に変

わってしまうので括弧は要ると思うんですね。もともとのものでつけ
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忘れているということじゃないかなと思いますが。そういう意味で、

引用ではありますけれども、もともとの文章のほうでも、意味合いは

括弧がついたものということを考えると、引用だけどつけても問題な

いかなと思いますけれども、その辺も含めて、ちょっと検討していた

だけたらと思います。 

山口係長   そのようにいたします。 

池上会長   ほかにございませんでしょうか。よろしいですか。 

 それでは、次に参りまして、基本目標７番、エネルギーを賢く使い、

低炭素なまちをつくるというところについて、５件、パブリックコメ

ントをいただいております。２９番から３３番までの５件になります。

該当ページ、７４から８３ページの赤色のゾーンになっております。 

 御意見いただけたらと思います。 

   木村委員、お願いします。 

木村委員   ７６ページのところに温室効果ガス削減に向けた動きという段があ

ると思うんですけれども、そこで、３つ目のポツ、赤字のところで、

ＣＯ２実質ゼロの目標を、今回、追加していただいたということだと思

いますが、それにもう少し加えて、自動車の新車販売における非ガソ

リン車化、ゼロエミッション化について、東京都では２０３０年、国

は２０３５年頃を目標に進めていくということが出されておりますの

で、それについても追記していただいたらどうかというふうに考えて

ございます。 

山口係長   御意見ありがとうございました。知事がおっしゃっていたことだと

思います。ガソリン車の新車販売の今後についてということだったか

と、私どものほうでも認識しているところではございます。 

 今おっしゃられた内容をこちらで再確認をさせていただきまして、

記載できるものについては御意見のとおりとさせていただくような方

法で考えさせていただきたいと思います。 

 以上です。 

木村委員   御検討、よろしくお願いいたします。 

池上会長   少し気になりますのは、今の７６ページの温室効果ガス排出量の削

減に向けた動きというところは、個別具体策ではなくて、一般論、Ｃ

Ｏ２に関して述べているところになっていて、そういう意味で、ここに
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例えば電気自動車だけ特出しすることがいいことなのかというところ

が、少し議論したほうがいいかなというふうに思います。 

 例えば、ほかの再生可能エネルギーに関して、この削減に向けた動

きの中には特に書かれていないけれども、電気自動車だけを書くこと

によって何か弊害がないかとか、そういったこともあるかなというふ

うに思いますけれども、いかがでしょうか。 

 そういう意味では、今の電気自動車ですとか、その他いろんな対策

がありますけれども、市の各主体の取組に関しては７７ページに書か

れていますけれども、そういう意味では、国や東京都の取り組みに関

しては特に書かれていませんので、もし書くとすると、そういったと

ころに個別の具体策、全体的にページが増えますけれども、問題なけ

ればというところかと思いますけれども、そういったセクションを、

赤色の見出しになっているところがもう一つ増えるという形もあり得

るかなというふうに思います。 

 ７６ページの下側からも、小金井市の話に変わっていますので、そ

の間ですか、もう一つ、電気自動車以外のものも入れるかどうかとい

うところもあるかと思います。 

 皆さんから何か御意見がありましたら、お願いできたらと思います。 

山口係長   先ほど木村委員の御発言で、都の目標として自動車新車販売につい

てこちらに目標として記載してはどうかということで、我々のほうも

検討させていただきますということで一旦御回答しました。 

 会長がおっしゃられることももちろんなんですけれども、今回、国

のＣＯ２実質ゼロを目標に掲げたものをここに書かせていただきました

ので、例えば都のそういったことに関しても、記載の場所は我々とし

てはここに書かせていただくのが適切かなとは思いますけれども、そ

ちらのガソリン車等々の販売、今後どうしていくかというようなこと

も多少の議論はあるようなことかと思いますので、先ほども申し上げ

ましたとおり、中身を見て精査をさせていただいて、記載をするので

あればここの場所にさせていただければと思いますが、いかがでしょ

うか。 

池上会長   よろしいでしょうか。ありがとうございます。 

 それでは、そのほかについても何かありましたらよろしくお願いい
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たします。 

 高木委員、お願いします。 

高木委員   今の流れに関係することで、ちょっと気になっていたので確認です

けれども、先ほどの７６ページの赤文字のところに関連して、会長が

おっしゃったとおり、次のページに地球温暖化対策の施策という表が

ありますよね。その中を見ると、７８ページ以降に書いてあることの

関係というか、施策と書いてあって、いろいろ書いてあるんですけど、

立てつけ的には、その次に建物の低炭素化とか、車のことももちろん

書いてあるんですけれども、そこに書いてあるものとここは一致させ

るべきものなのか、別々に書いてあっていいのか、それがちょっと気

になりました。 

 以上です。 

池上会長   ありがとうございます。７７ページの内容は過去に行ってきたこと

ということになるかなと思いますが、事務局からお願いします。 

山口係長   ７７ページ、高木委員が御指摘のとおりの地球温暖化対策の施策の

市民・事業者等々が書いてある表と、７８ページ以降のリンクがされ

るものかどうかというような御質問だったかと思うんですが、こちら

はお読みいただくと、各主体の取組や意識の部分の下に、小金井市地

球温暖化対策地域推進計画－改訂版－を策定し、市民・事業者・教育

研究機関が推進をしてきた内容について御紹介をさせていただいてい

るページと表でございます。 

 ですので、これから取組目標としてお願いすることが７８ページ以

降のもの。７７ページは、先ほど来、報告で、地域温暖化地域推進計

画は第２次になりますけれども、それより前の改訂版において取り組

んできていただいたものの御紹介というページと御認識いただければ

と思います。 

 以上です。 

高木委員   ありがとうございます。この表だけ見て流れていく人がいるのかな

と思うので、ちょっと表の題名を分かりやすくしてもらうといいかな

と思いました。 

 以上です。 

山口係長   御意見ありがとうございます。一旦確認をさせていただいて、検討
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できる部分、させていただきたいと思います。 

 以上です。 

池上会長   ありがとうございます。池上ですけれども、先ほどの、表番号がつ

いていない表があったりというところとも関連していると思うので、

もし表番号がついて、中で引用するようであれば、そのようにしてい

ただけたらと思います。 

 そういう意味では、色が入っている表とそうじゃないところにどう

いう違いがあるのかが分からなかった。背景に色がついていると表番

号がつかないんですか。 

 何かありますか。 

プレック研究所 根拠となるデータ等を示したものについては表番号をつけている

のですが、情報提供、トピックスという位置づけのものについては、

表番号をつけないというすみ分けをしておりました。分かりにくいよ

うなので、表現を検討させていただければと思います。よろしいでし

ょうか。 

池上会長   よろしくお願いします。 

 ほかにございませんでしょうか。よろしいですか。 

 第３章は以上になりますので、次、第４章の計画の推進体制・進行

管理に関して４件意見が寄せられております。４件ですかね。３４番

から。 

資料２の別紙の意見数一覧の第４章のところは３４から３６に修正

いただいて、３４から３７の４件、ページ番号８４から９０までに関

して御意見いただけたらと思います。特にございませんでしょうか。

ありがとうございます。 

 続いて、３８番、地下水及び湧水の保全。 

山口係長   地下水及び湧水の保全・利用に係る計画というものは、この環境基

本計画に含まれるものということで定められておるところでございま

すが、こちらを審議いただく会議体は別にございまして、地下水保全

会議というのがございます。そちらで今、計画の御審議をしていただ

いている最中でございますので、その保全会議において、意見、また

検討結果のほうは御検討いただきますので、こちらでは省略をさせて

いただきたいと思います。 
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 以上です。 

池上会長   ありがとうございます。 

 それでは、パブリックコメントに対する対応に関しては以上となり

ます。 

 続いて、次の議題に移りたいと思いますけれども、本日配付されて

いる基本計画（案）の本編以外の、資料４、資料編と、資料５の概要

版、この２つについて事務局のほうから説明をお願いいたします。 

プレック研究所 資料４、資料編ですが、資料３の環境基本計画の目次の後ろに資

料編の目次がついてございますので、全体の構成についてはそこで御

確認いただけるかと思います。 

 細かい説明は省かせていただきますが、これまで実施してきた調査

の内容や検討体制、策定の経過などをまとめました。また、第３回の

環境審議会で御議論いただきました環境指標・取組指標及び目標設定

の考え方は６番として資料の１６ページに整理してありますが、こち

らにつきましては、前回、第３回の御議論の後に追加修正させていた

だいたものにつきまして赤字で示してございます。あとは、資料７、

２７ページにはパブリックコメントの実施概要を載せてございます。

２８ページからの資料８、９というのは、先ほど山口係長から御説明

があった地下水保全計画に関する資料になります。 

 ４３ページからは用語解説となっておりまして、環境基本計画と地

下水保全計画の中で用いている用語について、分かりにくいかと思わ

れるものについて解説を付しております。これ以外にも解説があった

ほうがよいのではないかという御指摘などありましたら、ぜひいただ

ければありがたいと思っております。 

 続きまして、資料５、概要版ですが、これはその名のとおり概要を

示したものです。１ページめくっていただきますと、小金井市環境基

本計画とは、将来の環境像、計画の体系ということで、計画の全体的

な話をした後に、次のページからは基盤施策と、その波及イメージ、

基本目標ごとの取組につきましては、現状、課題と展開する取組、環

境指標及び目標という形で概要を説明しております。 

 最終ページにつきましては、計画の推進体制と進行管理について上

半分に示しました。また、この概要版というのは、計画本編よりもお
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手に取っていただける部数が多くなっておりますので、より多くの方

に環境について興味を持っていただけるように、参加、体験してみま

せんかという形で活動を紹介させていただいております。 

 説明は以上になります。 

池上会長   ありがとうございます。これらの資料に関して御意見いただけたら

と思います。いかがでしょうか。 

   小柳委員、お願いします。 

小柳副会長  資料編で示されている、６の取組指標及び目的設定の考え方につい

てですけれども、気になる市民の方も多いかなと思いますので、例え

ば本文の１８ページの計画策定の方針のところに、今回、進行管理の

ための指標を２種類設定しましたとあるんですが、そこに続けて、な

お、指標設定の詳細に関しては資料編を御参照くださいのような感じ

で、資料編に詳細、考え方の根拠が載っているというということが伝

わる文章がどこかにあるといいのではと思いました。 

 以上です。 

プレック研究所 ありがとうございます。 

池上会長   ありがとうございます。ほかにございませんでしょうか。 

 池上から少しお願いなんですが。 

 石田委員、先にお願いします。 

石田委員   ちょっと確認ですが、資料編も計画表と一緒に公開される資料と思

ってよろしいですね。そうですよね。 

池上会長   そうなります。 

石田委員   分かりました。ありがとうございます。 

池上会長   概要版、ページ番号がないんですが、３つの基盤施策とその波及イ

メージの図があります。観覧車みたいになっている。これ、解像度を

上げていただけたらと思うんですが、字がぼやっとしています。 

 もう一つ、資料編の４４ページの上から２つ目の３Ｒのところがゴ

シックじゃないので、ゴシックに。 

プレック研究所 分かりました。ありがとうございます。 

池上会長   ほかにございませんでしょうか。 

 池上です。もう１点、基本目標６のところのグラフ、先ほど石田委

員からいただきましたｇ／人・日のところ、同じく括弧の場所を調整
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してもらって、括弧をもう一つ追加してもらって。 

プレック研究所 ありがとうございます。 

池上会長   ほかに何かございますでしょうか。 

羽田野委員  単純な質問なんですけれども、今の会長がおっしゃった文章のとこ

ろの、上のほうの文章で、１人当たりごみ排出量は全国平均と比べて

かなり少ない状況ですと、マークの１があって、その下のところに、

同じ人口規模の自治体との比較では１位というのは、同じ人口規模の

自治体の中で一番多いということですか。それとも少ないということ

ですか。 

プレック研究所 一番少ないということです。 

羽田野委員  １位というと、一番上にいっちゃうような気がする。 

プレック研究所 その点、分かるようにします。 

羽田野委員  ちょっと分かるように考えてください。 

池上会長   ありがとうございます。 

 ほかにございませんでしょうか。よろしいですか。ありがとうござ

いました。 

 それでは、議事の（２）番と（３）番、第３次小金井市環境基本計

画（案）に対する意見及び対応結果についてと、第３次小金井市環境

基本計画（案）については、これで終了としたいと思います。 

 本日の審議会における検討をもって、第３次小金井市環境基本計画

（案）の審議は終了となります。次回、３月９日の第６回の審議会の

後には、本計画案の市長への答申が予定されております。 

 本日出されました意見に対する対応や軽微の文言等の修正は、会長

と副会長が事務局と行うということで御一任いただけたらと思います

が、いかがでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

池上会長   ありがとうございます。 

 それでは、最終案、今回の件の修正は会長、副会長、小柳委員も対

応するということで、よろしくお願いします。 

 それでは、議事の（４）その他についてですが、本日、特に追加案

件はないようですので、以上で議事を終了としたいと思います。 

 続いて、４番、その他として、事務局、委員、何かございましたら
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よろしくお願いいたします。 

山口係長   冒頭、配付資料の説明の際にも説明をさせていただいたところでご

ざいます。直接御審議をいただく内容ではございませんが、本日は、

本環境基本計画（案）の表紙と本編のレイアウト、今、画面を見てい

ただければ事務局が出しているものが２種類。これが１枚目、写真版

が１枚、これが表紙の２つのパターンと、あとは、今まで御審議いた

だいてきた本編の内容のレイアウトはそんなに変わらないんですけれ

ども、こんな形で中身はできますというようなイメージを本日は配ら

せていただいてございます。 

 よろしければ、参考までに率直な御意見をいただければ幸いに存じ

ます。特に表紙は２案御用意してございますので、多数決とは言わな

いまでも、どちらがいいかなど御意見を賜ればと思います。よろしく

お願いいたします。 

池上会長   皆さん、いかがでしょうか。 

山口係長   ちなみにですけれども、事務局としては、参考資料１のイラストの

ほうがいいのではないかなと考えてはいます。ただ、写真のほうも、

いい写真を御用意したつもりではございますので、こちらもなかなか

捨てがたいなという感じはしますが、環境系の、現在、計画の策定が、

本計画を含めて３計画ございまして、例えば緑の基本計画は写真が満

載な表紙になってございます。今、画面でお見せしますのでお待ちく

たさい。 

 ですので、差別化を図る意味でも、今回、イラストにしてみるのも

いいのではないかとは思っておりますけれども、御意見等ございます

れば、いただきたいと思います。 

池上会長   皆さん、いかがでしょうか。イラストも小金井市の桜をイメージし

たピンク色という。それぞれ個人的な意見でいいと思うんですけれど

も。 

小柳副会長  個人的な印象としては、私は写真のほうが地域の愛着とかも考えて

いいかなと思ったんですけれども、ほかのと差別化するということで、

イラストもとてもかわいらしくて取っつきやすいかなと思ったので、

いいと思います。 

中里委員   裏表紙はあるんですか。 
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       どちらか縮小して両方使うということは無理なんですか。 

プレック研究所 全体のバランスも見て検討させていただければと思います。 

山口係長   これを縮めてここにという、裏表紙という考えですか。 

中里委員   それももちろんですけれども、このピンクも品がよくて優しい感じ

がしたものですから、この場合でしたら写真を縮めてと思いました。 

池上会長   個人的には、僕はイラストのほうが、写真のほうは少し真面目な感

じかして、気軽に取ってもらいにくいかなという点では、イラストの

ほうが読んでみようかなという感じがするかもしれない。人それぞれ

だと思うので、結局はなかなか難しいところだと思うんですけれども。 

山口係長   どちらもということで。 

事務局にお任せいただくということで、ありがとうございました。 

 以上です。 

池上会長   ありがとうございました。 

 それでは、次の次第に移りまして、５番、次回の審議会の日程につ

いて、事務局のほうから日程調整等についての説明はありますでしょ

うか。 

山口係長   次回、審議会開催日程をお知らせいたします。日時は令和３年３月

９日の火曜日、午後２時からを予定してございます。場所は市役所本

庁舎の第一会議室でございます。現在、こちらが第２庁舎の８０１で

ございますので、前回審議会を行った庁舎の３階第一会議室になりま

す。 

 御審議いただく議事の予定は、第３次環境基本計画の策定に伴いま

して、並行して改定いたします環境行動指針及び新たな環境基本計画

を具体的に実施するために作成をいたします環境保全実施計画につい

て、でございます。また、審議会終了後ですが、会長から市長へ第３

次小金井市環境基本計画（案）の答申をお願いする予定でおります。 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、緊急事態宣言の延長期

限後の開催となりますが、状況等を注視しながら、次回の審議会もウ

ェブによるオンライン参加が可能かどうかを検討し、また、後日、お

知らせをしたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

池上会長   ありがとうございます。何か御意見等ございますでしょうか。 

 ないようでしたら、以上をもちまして、本日の議事は全て終了いた
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します。 

 本日はこれをもって令和２年度第５回小金井市環境審議会の会議を

閉会いたします。 

 ありがとうございました。 

 

―― 了 ―― 


